
事百

|令

イ
ギ
リ
ス
農
村
工
業
の
成
立
と

そ
の
史
料

1
i
l
キ
ャ
ラ
ス
ー
ウ
ィ
ル
ス
ン
の
近
業
に
よ
せ
て

i
l
l

近

藤

晃

か
つ
て
大
塚
久
郎
敦
授
は
資
本
主
義
形
成
の
悲
本
線
な
独
立
・
庁
内
な

「
小
商
品
生
産
者
r

山
の
生
成
と
そ
の
ー
一
日
己
分
解
に
も
と
め
る
べ
き
で
め

る
と
提
唱
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
「
小
商
品
心
♂
山
首
脳
の
的
問
、
が
、
封
泣

制
の
物
質
的
な
土
台

(
H
第
一
次
的
生
康
問
係
)
た
ら
共
同
体
的
諸
関
係

、
三
恨
氏
か
ら
崩
嬰
に
み
ち
び
さ
、
こ
YU
を
〈
t
M酌
に
克
明
す
ら
方
r
川
に
推

し
す
す
め
ら
れ
て
い
く
基
礎
に
は
、
い
わ
ゆ
る
『
共
同
体
内
の
ト
ザ
己

l
i

あ
る
い
は
ヨ
り
歴
史
的
に
表
現
す
れ
ば
「
局
地
内
的
分
業
n

ー

ル

展

開

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
つ
ン
f

亡
の
「
で
つ
に
レ
わ
れ
た
。

「
北
一
川
休
内
の
↓
分
業
は
実
は
封
建
性
去
の
物
質
的
土
台
を
な
す
生
ぷ
の

共
同
体
的
組
械
の
う
ち
に
、
初
め
か
ら
、
と
い
っ
て
も
勿
諭
自
然
経
済

イ
ギ
リ
ス
出
村
工
業
約
一
バ
ー
と
そ
川
見
別

の
う
お
に
埋
も
れ
た
形
で
で
は
あ
る
が
、
包
含
さ
れ
て
か
る
:
:
:
(
ご

の
場
合
に
は
)
商
品
生
産
H
流
通
は
未
だ
共
同
体
組
織
の
外
科
い
の
う
ち

閉
じ
こ
め
ら
れ
て
お
り
、
川
日
刑
法
則
ば
作
用
し
つ
つ
も
、
共
同
体
的
規

制
に
従
属
せ
し
め
ら
れ
で
京
総
さ
れ
え
な
い
で
い
る
。
と
↑
し
ろ
い
し
、
社

会
的
生
産
枠
力
の
発
達
!
|
良
・
牧
業
に
心
け
る
労
働
生
産
性
の
上
昇

、、

を
基
底
と
す
る
千
工
業
生
産
の
よ
り
以
上
の
引
川
の
結
果
、
こ
の
共
同

体
内
の
小
生
住
者
層
を
約
側
?
わ
一
捉
え
ァ
山
:
分
業
が
、
も
は
や
中
世
都
市

日
ギ
ル
ド
の
内
部
に
1m
刷
閉
じ
こ
め
ら
れ
が
た
い
程
度
に
ま
で
拡
禿
3
れ

る
に
至
る
と
、
こ
ん
ど
は
淫
に
都
市
外
の
民
村
地
帯
の
そ
}
一
+
三
」
に
、

旧
来
の
共
同
体
規
制
を
も
一
円

γ-
し
て
は
到
庶
子
に
負
え
な
い
よ
う
な
局

地
内
的
な
分
業
凶
が
現
わ
れ
始
め
ろ
:
:
:
(
こ
れ
に
似
ざ
す
)
農
民
的

資
府
民
法
の
拡
充
に
と
も
な
っ
て
、
そ
こ
こ
こ
に
用
地
的
取
引
の
山
中
心

と
し
て
ギ
ル
ド
的
構
成
を
む
た
ぬ
小
川
場
町
h

て
そ
れ
を
阿
っ
て
農
村
工

業
地
帯
な
ど
が
前
一
次
に
姿
を
現
わ
し
、
か
か
る
形
で
全
く
一
新
た
h
j
J

向
山
}

的
市
場
凶
が
形
成
さ
わ
」
し
く
る
。
:
:
:
』

こ
の
『
局
刈
的
市
場
国
』
一
」
去
、
「
百
十
九
ハ

1
ハ
社
会
の
原
則
川
広
で
あ
る
と

規
定
さ
れ
た
ト
八
塚
教
授
は
、
さ
ら
に
そ
わ
理
論
的
な
根
拠
一
?
と
し
て
と
り
わ

け
つ
ぎ
の
二
六
に
し
注
意
を
民
起
し
て
お
ム
、
U
乙

〔
こ
こ
の
『
局
地
酌
市
以
川
ー
の
門
前
で
は
、
ぃ
山
湯
川
桁
一
パ
ペ
ぷ
動
は

、
、
、
、
、

総
じ
て
一
生
河
川
A
」
へ
の
門
前
性
か
一
一
一
小
し
、
今
市
場
一
仙
将
し
に
J

う
客
観

(
2
)
 

的
な
事
実
を
成
立
せ
し
め
乙
何
r
川
た
一
う
む
の
で
あ
る
が
、
こ
ち
し
た
事
態

は

-mL止
ぺ
同
体
的
規
制
に
代
っ
て
〈
/
千
倒
的
川
法
則
J
J

川
中
山
院
か
一
規
制
し

始
め
て
レ
る
事
そ
芯
味
す
る
つ
一
一
一
こ
の
三
と
は
、
小
山
在
市
か
一
北
川
越
と
す

jL 



イ
ギ
H
ノ
ス
農
村
ヱ
業
の
成
立
と
そ
の
山
料

る
前
期
的
市
場
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
ギ
ル
ト
規
制
と
村
市
恨
の
一
つ
の
経
済

的
帰
結
と
し
て
、
価
松
決
定
に
直
有
の
『
偶
発
性
L

・
「
怒
意
性
』
が
表
示

さ
れ
る
事
実
と
鋭
い
対
照
を
な
す
こ
と
に

〔二
u

『
局
地
的
市
場
閣
』
で
取
引
さ
れ
る
商
品
法
正
倒
的
に
市
場
圏

内
の
小
生
皮
者
の
た
め
の
生
産
手
段
と
消
費
資
料
で
あ
り
、
〉
」
れ
に
よ
り

、

、

、

、

、

‘

当
該
市
場
圏
内
の
小
生
産
者
の
「
小
商
品
生
産
」
と
し
て
の
再
金
庄
が
妓

、
、
、
、
、
、
、

介
さ
れ
、
同
時
に
ま
た
労
働
力
の
再
生
産
も
米
さ
れ
る
。
こ
れ
こ
そ
旧
米

の
共
同
体
的
再
生
産
後
構
と
も
異
り
、
ま
た
こ
れ
の
補
足
的
H
派
生
的
契

機
と
し
て
存
立
す
る
前
期
的
な
市
場
機
構
と
も
範
時
的
に
異
っ
た
新
し
い

再
生
産
機
構
の
成
主
で
あ
り
、
い
わ

ψ
る
「
民
官
田
」

l
l独
立
・
目
白
な

小
商
品
生
産
者
に
よ
る
つ
取
守
的
利
調
」
の
蓄
積
形
態
ー
ー
も
、
こ
の

「
局
地
的
市
場
図
」
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る
。

こ
の
叶
局
地
的
市
場
圏
』
の
成
立
と
価
値
法
則
の
作
用
に
よ
り
、
小
商

品
生
所
者
層
の
内
部
に
は
た
だ
ち
に
必
然
酌
に
壮
一
九
争
の
関
係
が
発
生
し
、

新
し
い
階
級
詞
係

(
H
資
本
・
賃
労
働
凋
係
)
の
形
成
を
指
向
す
る
動
き

が
始
ま
る
の
で
あ
る
が
、
世
界
史
的
に
は
、

h
h
h
h
か
か
る
事
態
は
小

ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
の
一
般
的
繁
栄
(
H
R富
の
広
汎
な
蓄
積
)
と
い
う
歴
史

的
事
実
が
強
く
打
ち
だ
さ
れ
て
く
る
↑
」
と
に
な
る
し
、
こ
れ
と
と
も
に
、

封
建
的
諸
規
制
と
特
極
的
な
隔
地
問
商
業
と
の
表
類
過
程
が
同
じ
く
ま
ず

(
3〉

歴
史
の
表
出
に
現
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

守
局
地
内
的
分
業
』
と
こ
れ
に
基
く
『
局
地
的
市
場
圏
』
こ
そ
資
本
主

義
発
達
の
歴
史
的
起
点
た
る
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
拾
頭
の
基
盤
で
あ
る
と

す
る
犬
塚
教
援
の
所
論
は
、
お
お
よ
そ
右
の
よ
う
に
要
約
で
き
あ
で
あ
ろ

九

う
c

大
塚
教
授
の
『
民
地
内
的
分
業
」
に
閲
す
る
理
論
に
、
マ
ッ
ク
ヌ
・

ヲ
ェ

1

パ
ー
の
一
連
の
論
述
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
き
わ
め
て
多
く
の
去

で
W
・
I

-

V

1

ニ
ン
の
論
稿
『
い
わ
ゆ
る
市
場
問
題
に
つ
い
て
』
(
一

へ
44)

八
九
=
一
年
)
に
拠
っ
て
い
る
乙
と
は
明
か
な
と
，
)
ろ
で
あ
り
、
こ
の
論
点

へ
の
着
想
は
、
守
一
す
で
に
一
九
四
七
年
に
↓
公
表
さ
れ
だ
論
文
『
近
代
化
の
歴

(
r
o
)
 

ゆ
前
記
点
』
の
な
か
に
も
与
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
マ
ル

(
自
)

ク
ス
の
遺
稿
『
資
本
制
生
死
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
が
本
邦
の
学
界
に
も

た
ら
さ
れ
る
に
い
た
り
、
氏
の
「
共
日
体
i

」
想
論
と
と
も
に
、
こ
の
「
局
地

内
分
業
」
論
も
ま
た
休
系
化
さ
れ
世
に
問
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
主
た
、

と
の
大
塚
数
授
の
設
問
が
そ
の
後
の
学
界
の
動
向
に
工
っ
て
正
し
く
評
価

さ
れ
、
こ
れ
巳
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
研
究
上
の
践
線
に
そ
っ
て
幾
多
の
注

目
す
べ
き
労
作
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
う
み
だ
き
ル
て
き
た
こ
と
も
す
で
に
周
知

(
7
)
 

の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
う
し
た
パ
;
ス
ベ
ク
テ
ィ
グ
品
公
有
す
る
『
士
ハ

M
休
内
分
業
一
な
い
し

『
局
地
内
的
分
業
』
は
、
さ
き
の
大
塚
教
授
の
指
摘
に
明
示
さ
れ
て
い
る

よ
ろ
に
、
農
村
工
業
の
発
展
、
わ
け
で
も
イ
γ
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
農
村

の
毛
織
物
工
業
の
発
展
過
紅
の
う
ち
に
そ
の
ブ
リ
ノ
ム
ム
・
モ
ー
ピ
レ
と
し

て
作
用
し
、
自
己
左
解
明
に
友
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な

社
会
的
分
業
の
民
閣
に
根
ざ
す
寸
局
地
的
市
場
閤
』
に
培
わ
れ
て
い
ち
は

や
く
形
成
さ
れ
た
毛
織
和
マ
ニ
ュ
ブ
ア
ク
チ
γ
を
波
頭
と
し
亡
、
世
界
史

上
も
っ
と
も
正
常
か
っ
日
生
的
な
イ
ギ
り
ス
産
業
資
木
の
成
立
が
も
た
ら

さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
今
口
、
京
邦
に
お
け
る
多
く
の
研
究
的
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
、
こ
の
農
村
の
毛
織
初
マ
ユ
ュ
フ
ア
ク
チ
ァ
と
そ
の
再
生
必
の
拠
点
で



あ
る
『
局
地
的
市
場
圏
』
の
い
っ
そ
う
の
解
明
に
投
入
さ
れ

めよてム
y
J
u
h
い
の
ヂ
」
と
と
い
う
べ
き
で
あ
/
つ
一
う
。

(1)

大
塚
久
雄
『
資
本
、
7
一
義
社
会
の
形
以
(
続
)
』
(
弘
文
堂
社
会
科
学
詩
作

百
つ
社
会
問
題
と
社
会
運
動
L
)

一
回
ご
頁
。

(
2
)

岩
印
.
切
の

E
r
H，
}
5
出
g
Z
Z
Gロ。門

HFO
開口問
-
S
F
n。
門
口
冨
ω己凶作仲

p
c
E
F
o
H
N
5
5
5
0
5岳

n
g昨日目。
P
H
U
N白

g
N
?
2
・

念

大

塚
氏
前
…
尚
一
一
禍
一
四
三
友
。

(
3
)

こ
の
収
、
大
塚
氏
前
お
稿
一
四

O

四
六
頁
c

同
「
欧
洲
経
済
史
」
(
弘

文
堂
経
済
弓
全
集
四
)
第
二
章
第
一
ニ
節
。

(
4
)
W
i
E
V
1
ニ
ン
・
飯
山
討
一
訳
「
い
わ
ゆ
る
市
場
問
題
に
つ
い
て
」

(
国
民
文
庫
一
一
四
、
一

V
1
ニ
ン
令
集
」
第
一
巻
、
等
)

〈5
)

大
塚
久
雄
「
近
代
化
の
歴
史
的
起
点
」
(
円
子
生
書
房
)
第
一
論
文
c

(6)

阿
内
冨
ω同
MT
問。ロ凶

m
y
〔目。

ι
2
州内
mwH〕日片山口
ω昨日行『ぬロ

HVHOιcrz。ロ

ぐ
。
診
の
お
o
F
g
-

飯
凶
良
一
訳
『
刊
日
本
制
生
産
に
先
行
宇
る
諾
形
態
』
(
ロ

シ
ア
語
よ
り
重
一
訳
)
(
「
歴
史
学
研
究
」
第
一
一
一
九
号
所
収
)

0

マ
ル
ク
ス
の

同
遺
稿
は
そ
の
後
一
九
五
一
午
、
ぺ
戸
リ
ン
の
デ
ィ
1
ァ
フ
ェ
ア
一
フ
1

F

よ
り
原
文
が
八
ム
山
さ
れ
、
こ
れ
に
基
い
て
佐
躍
進
氏
に
よ
る
直
接
の
訳
業
が

行
れ
た
(
河
出
雲
一
ぽ
八
思
必
全
集
一
ー
マ
Y

ク
ス
一
一
附
収
)
。

(
7
)

た
と
え
ば
、
大
蕩
久
耀
・
吉
岡
山
相
彦
司
リ
1

7
ン
干
の
uu

勺
「
打
』
に
見

え
た
る
当
時
の
社
会
的
分
業
の
状
主
マ
ニ
ュ
プ
ァ

J
J
十
ユ
ア
期
開
始
点

に
除
け
る
国
内
市
場
の
地
域
悦
に
つ
い
て
」
(
「
経
済
午
論
集
」
第
二
十

一
巻
、
第
7

a

三
合
釘
号
)
。
船
山
栄
一
『
絶
対
三
政
成
立
期
に
お
け
る
社

会
的
分
来
の
存
'
引
一
市
態
』
(
「
歴
史
学
博
川
究
第
一

O
七
号
)
。
同
『
社
会
的

分
業
の
展
開
と
小
ブ
ル
ペ
シ
ョ
ワ
経
経

ω旅
回
』
(
「
社
会
お
働
叶
究
」
第
十

ωも
き
わ

イ
ギ
リ
ユ
農
村
工
業
の
成
立
と
そ
の
史
料

号
)
。
問
中
山
登
柏
市
『
十
六
拡
記
イ
ン
グ
一
フ
ン

γ
I
F
部
に
お
け
る
国
内
市
場
の

展
開
』
〈
「
商
経
法
論
業
』
第
七
巻
第
三
号
)
。
等
々
。

さ
て
、
一
一
の
一
大
塚
久
雄
教
授
の
問
問
提
起
に
端
そ
発
す
る
一
連
の
研
究

動
向
の
重
要
性
に
、
以
目
す
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
最
近
公
表
さ
れ
た
ロ
シ

ド
ン
大
学
の
キ
ア
ヲ
ス

l

ワ
イ
ル
ス
シ
教
授
開
・
忍

-
C
R
5
B巧
-zgの

訴
前
、
岡
山
〈
日
仏

5
2印
O
H
H口
〔
山
口
凹
丹
江
巳
の

2
4司昨日
H
C
ロ
ωDHHM叩
匂
民
宮
市
口
j

F
R
U
S
Eミ
富
山
口
。
吋
凹
(
問
。
。
ロ
。
E
K
H岡山
E
O吋『

m
Z
Z
4
3
可ロ巳出合円一

2
・

JEY
凶唱

Z
0・
N
H
甲
山
由
)
に
つ
よ
い
問
心
を
い
だ
か
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ

は、

γ

一
の
恥
私
が
マ
ル
ク
ス
に
よ
門
戸
て
「
民
宮
」
の
形
成
刑
判
と
規
定
さ
れ

(
8〉

な
が
ら
も
、
な
お
笑
証
的
に
は
イ
ギ
円
ノ
ス
経
済
史
に
お
け
る
一
つ
の
ド
ゥ

シ
ケ
ル
た
局
面
と
さ
れ
て
い
る
十
五
世
紀
の
農
村
事
情
念
対
象
に
し
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
取
扱
わ
れ
て
い
る
地
械
が
あ
の
一
般
布
工
条
ん
ど
の
適

用
を
拒
否
せ
し
め
一
だ
迂
ど
の
強
力
な
農
村
工
業
と
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
れ
済
の

(
9
)
 

成
熟
そ
示
し
た
イ
シ
グ
ラ
シ
ド
山
部
で
あ
り
、
し
か
も
農
村
工
業
の
生
、
比

と
土
地
所
有
規
範
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
い
く
ば
く
か
の
論
及
を
お
こ

な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
と
の
キ
ャ
ラ
ス

1
ワ
イ

ル
只

y
の
論
文
の
大
要
に
つ
い
て
簡
単
な
ス
ケ
ッ
チ
ル
に
試
み
る
こ
と
に
し

た
い
。
た
だ
、
一
方
に
お
い
て
可
能
な
か
ぎ
り
忠
実
な
紹
介
た
る
F

」
と
を

則
す
る
半
面
、
適
宜
小
見
出
し
な
付
し
て
わ
れ
わ
れ
の
関
心
の
所
花
在
一
市

す
こ
と
と
な
ろ
う
。

(
8
)

宍

富

山

Hlvrumm
同
2
v間
宮
同
国

ι
♂
印
印
'
U
1
日
間
叶
目
白
・

(
9
)

た
と
え
ば
の
・
ロ
ロ
耳
古
・
叶
F
O
冨
2
n
r
m百件
K
戸内

7
3
P
5
2
2
咽
向
。
日

日)日同日、

5
己
戸
の
局
三
間
口
。
時
間
口
N
N
H
F
Z
Y

山
口
出
国
.
、
H
，m
耳
口
。
可
(
。
ι・〕'

二JL
七



イ
ギ
り
ス
農
村
工
業
の
成
立
と
そ
の
史
料

印同信品目。
ω
宮

岡

n
oロ
。
自
百
回
百
件
0
3、
U

1

『

F
o
。。

-
F丘
町
晶
司
凶
目
。
同
ω
。時

。。
O
M
q

問。

d
ロ唱

H
P
H由
同
ア
司
同
∞
由
・

キ
ヤ
ラ
ス
l

ワ
イ
ル
ス
シ
が
中
世
後
期
以
来
す
ぐ
れ
て
農
村
工
業
と
し

て
成
長
を
つ
づ
け
て
き
た
イ
シ
グ
ラ
ジ
ド
の
毛
織
物
工
業
の
初
期
の
歴
史

に
注
目
す
る
場
合
、
ま
ず
念
頭
に
お
い
た
問
題
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
諸
点
で

あ
っ
た
。
(
一
)
村
落
生
活
の
基
調
は
、
当
時
、
農
村
工
業
の
成
立
に
よ

っ
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
、
(
二
)
手
工
業
者
は
マ
ナ
ー
の
秩
序
に

い
か
に
し
て
適
合
し
た
か
、
(
三
)
『
ジ
ェ
シ
ト
ル
マ
シ
に
匹
敵
す
る
ほ

ど
の
家
財
を
も
っ
家
が
あ
り
、
そ
と
で
彼
ら
は
布
を
作
り
農
耕
を
営
み
羊

や
牛
を
飼
育
す
る
』
と
評
さ
れ
た
織
元
の
居
住
地
《

m
R主
同
町
『

B
m白

血

σ
B
E
E
F
m
g
g可
ミ
》
の
所
在
如
何
、
(
四
)
農
村
の
産
業

的
発
展
は
い
つ
開
始
さ
れ
た
か
、
等
々
。
ブ
ラ
シ
ド
ル
や
イ
タ

p
ア
の
毛

織
物
工
業
の
都
市
中
心
的
な
発
展
形
態
に
比
し
て
、
イ
シ
グ
ラ
ジ
ド
の
そ

れ
が
著
し
く
中
世
都
市
の
外
側
の
農
村
に
拡
散
し
、
と
く
に
十
三
世
紀
以

降
、
縮
紋
工
程
の
技
術
的
革
新
を
契
機
に
農
村
工
業
と
し
て
抜
き
が
た
い

様
相
を
示
す
に
い
た
っ
た
こ
と
を
さ
き
に
指
摘
し
た
キ
ャ
ラ
ス
l
ワ
イ
ル

ス
シ
に
と
っ
て
は
、
む
し
ろ
当
然
の
設
問
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

ら
の
従
来
の
答
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
少
か
っ
た
問
題
を
解
明
す
べ
く
、
ヨ

ー
ク
V

ャ
1
の
ク
エ
ス
ト
・
ラ
イ
デ
ィ
シ
グ
地
方
や
イ
ー
ス
ト
・
ア
ジ
グ

リ
ア
と
な
ら
ん
で
農
村
工
業
の
繁
栄
的
中
心
と
な
っ
た
十
五
世
紀
の
西
部

地
方
|
|
お
も
に
グ
ロ
ス
タ
1

V
ャ
l

の
ス
ト
ラ
ワ
ド
ワ
オ
1
タ
1
と
ク

九
八

イ
ル
ト

ν
ャ
1

の
キ
ヤ
ス
ル
・
ゴ
ム

i
l
iを
対
象
に
所
期
の
分
併
が
進
み

ら
れ
て
い
る
。

ス
ト
ラ
ヲ
ド
ワ
オ
ー
ダ
ー

2
2ロ
【
円
君
主

2
の
発
展

ラ
ク
ド
ワ
オ
ー
ダ
ー
は
、
本
来
は
そ
の
名
も
示
す
よ
う
に
村
落
で
は
な

く
、
コ
ツ
ヲ
オ
ル
ズ
の

D
H
4
2
5田
地
方
の
台
地
に
あ
る
こ
つ
の
村
落

(
富
山
口

n
v
E
F由
自

司

g
p
回
目
回
目
白
可
)
の
中
間
に
横
た
わ
る
渓
流
に
そ
っ
た

地
域
で
あ
っ
た
が
、
ほ
ぼ
十
三
一
世
紀
の
後
半
以
降
、
産
業
的
繁
栄
の
立
地
と

し
て
飛
躍
的
な
発
展
を
み
せ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
ス
ト
ラ
ヲ
ド
ワ
ォ

1

タ
I
の
発
展
の
概
要
は
二
二
三
四
年
と
一
五
二
三
年
の
《

-azZE可

2
2
Z
B
E
Z
o
-
-
u
v
に
よ
っ
て
あ
と
や
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら

の
史
料
に
よ
れ
ば
、
課
税
対
象
の
相
異
や
そ
の
記
載
形
式
の
差
異
に
妨
げ

ら
れ
る
と
は
い
え
、
イ
シ
グ
ラ

yp
ド
各
地
の
富
の
比
重
が
当
面
の
ご

0
0

年
間
に
い
か
に
変
化
し
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
リ
シ
カ
シ

ν
ャ
ー
や
ノ
1

フ
ォ
ー
ク
の
場
合
に
は
、
一
五
二
三
年
の

税
額
は
一
三
三
四
年
の
数
字
と
は
ほ
と
ん
ど
変
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
グ
ロ
ス
タ

l
ν

ャ
ー
に
関
す
る
数
字
は
、
同
じ
二

0
0年
間
に
、

六
二
パ
1

セ
シ
ト
以
上
の
富
の
増
大
を
示
唆
し
て
い
る
。
わ
け
て
も
ス
ト

ラ
ワ
ド
渓
谷
の
南
岸
に
そ
っ
た
台
地
上
の
ピ
ス
レ
イ
に
つ
い
て
は
、
前
回

の
約
一
三
倍
以
上
に
の
ぼ
る
税
額
が
記
録
さ
れ
、
対
岸
の
ロ
ド
パ
ラ
1

河
口
仏

σ
0
2ロ
m
F

に
つ
い
て
も
約
五
倍
の
税
額
が
記
さ
て
い
る
が
、
こ
と

に
ピ
ス
レ
イ
の
こ
の
数
字
は
と
の
コ
ッ
ク
オ
ル
ズ
地
域
の
首
都
サ
イ
ア

ν

シ
セ
ス
タ

1
Q円
gnmえ
2
を
さ
え
凌
駕
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
と

く
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
十
六
世
紀
の
史
料
に
は
新
し
い
納
税
者
の

こ
の
ス
ト



範
鳴
と
し
て
「
賃
金
労
働
者
君
国
間
巾

2
3巾
吋
一
が
記
録
さ
れ
て
く
る
事

実
で
あ
る
が
、
し
か
も
こ
の
「
賃
金
労
働
者
」
の
存
在
は
富
の
増
大
の
著

し
い
と
こ
ろ
で
最
も
顕
著
で
あ
り
、
さ
き
の
ビ
ス
レ
イ
に
お
い
て
は
全
納

税
者
二
五
一
人
の
う
ち
一
一
一
一
人
は
「
賃
労
働
者
」
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
こ
う
し
た
《
Z
M
1
2
H
σ
印
広
司

g
ニ
∞
》
か
ら
え
ら
れ
る
知
識

に
は
ひ
と
つ
の
大
き
な
欠
陥
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
」
の
史
料
に
拠
る
か
ぎ

り
、
旧
来
か
ら
の
台
地
上
の
村
誌
の
発
展
に
の
み
注
目
す
る
こ
と
と
な

り
、
ス
ト
ラ
ク
ド
渓
谷
内
の
低
地
に
陸
続
と
拍
頭
し
つ
い
に
グ
ロ
ス
タ
l

v
ャ

I
の
産
業
的
発
展
の
基
幹
を
な
す
に
い
た
っ
た
多
数
の
小
路
業
集
落

に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ス
ト
ラ
ク
ド
渓
谷
の
土
地
制
度
こ
の
渓
谷
地
帯
の
産
業
的
繁
栄
に

は
種
々
の
好
条
件
が
み
い
だ
さ
れ
る
。
良
質
の
「
コ
ッ
ワ
オ
ル
ド
種
」
の

原
毛
が
と
く
に
十
五
世
紀
以
来
豊
富
に
し
か
も
手
近
な
と
こ
ろ
か
ら
供
給

さ
れ
た
し
、
こ
れ
に
伴
っ
て
羊
毛
商
人
の
活
躍
も
顕
著
で
あ
っ
た
。
縮
紋

用
の
白
士
会
三
日
の
お
よ
出
吋
岳
)
も
渓
谷
内
で
産
出
さ
れ
た
し
(
と
く
に

わ

}
g
-
F
E岨
同
0
2
)
C
円。口問
y
k
r
J
1
巾
ロ
山
口
問
)
、
ブ
リ
ス
ト
ル
は
生
産
さ
れ

た
毛
織
物
の
輸
出
市
場
へ
の
捌
け
口
で
あ
る
と
と
も
に
輸
入
染
料
を
提
供

し
た
。
ま
た
こ
の
地
域
を
流
れ
る
豊
富
な
渓
流
は
染
色
と
縮
紋
の
好
条
件

と
な
り
、
こ
と
に
《

E
E口
問
自
己
》
の
設
置
に
は
恰
好
の
場
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
諸
条
件
と
と
も
に
、
土
地
制
度
も
ま
た
、
と
の

地
域
の
産
業
の
発
達
に
適
合
的
で
あ
っ
た
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
旧
く
か
ら
こ
の
渓
谷
ぞ
い
に
一
種
の
「
孤
立
農
園

Z己
主
立

}
5
5
Z汁
印
」
で
あ
る
《
自
己
目
印
芯
》
が
特
徴
的
な
存
在
を

イ
ギ
リ
ス
農
村
工
業
の
成
立
と
そ
の
史
料

み
せ
て
い
た
が
、
こ
れ
が
の
ら
の
産
業
的
発
展
の
起
点
と
な
っ
た
か
ら
で

あ
る
。ス
ト
ラ
ワ
ド
渓
谷
を
南
北
か
ら
挿
む
三
つ
の
マ
ナ
1
、
ピ
ス
レ
イ
と
ミ

ジ
チ
シ
ハ
ム
プ
ト
ジ
は
、
い
や
つ
れ
も
土
地
制
度
か
ら
す
れ
ば
二
重
の
構
造

オ
ー
プ
ン
・
フ
ィ
ル
ド
-
Y
ス
テ
ム

を
と
っ
て
い
た
。
一
方
で
は
、
台
地
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
開
放
耕
地
制
度

に
基
く
有
核
村
落

(
E
n
Z己
主
三
=
同
開
巾
)
と
し
て
の
構
造
を
と
り
、

十
三
位
紀
に
は
《
己
呂
田
汁

2
M
V、
《
げ
丘
小
三
円
岡
田
[
巾
同
》
た
る
農
民
隠
居

を
そ
の
周
辺
に
も
つ
直
営
所
領
経
済
の
発
達
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

同
時
に
、
ス
ト
ラ
ワ
ド
渓
谷
と
そ
の
支
流
に
そ
っ
て
、
し
ば
し
ば
約
一
ハ
イ

ド
ほ
ど
の
孤
立
し
た
定
住
地
の
集
団
を
も
有
し
て
い
た
。
「
ド
ゥ
メ
ス
デ

イ
・
ブ
ッ
ク
」
に
は
、
ビ
ス
レ
イ
に
つ
い
て
玉
、
ミ
y
チ
シ
ハ
ム
プ
ト
y
に

は
八
ケ
所
の
水
車
の
存
在
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
後
者
の
マ
ナ
ー

カ
ス
チ
ユ
マ
ル

に
つ
い
て
は
、
一
三

O
O年
の
「
慣
例
集
」
が
同
様
に
入
ケ
の
水
車
の
所

在
を
示
し
て
い
る
(
の
己

g
s
z
・。
z
-
F
E
E
-
巧
ヨ
HHZ
ュ4
・

回
ユ
目
的

2
5
t
p
回
3
D
n
H
H
E
s
t
p
H
k
g
m
F
E
-
Z同日目印耳
G
1
3
0

こ
れ
ら
の
孤
立
農
直
の
水
車
群
は
ほ
ぼ
十
三
世
紀
の
後
半
以
降
明
か
に

縮
紋
の
た
め
の
そ
れ
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
数
箇
の
家
族
に
よ

タ
イ
ヤ

1

ウ
イ

l
パ
l

っ
て
維
持
さ
れ
る
水
車
の
周
辺
に
は
し
ば
し
ば
染
色
工
や
織
布
工
の
存
在

が
み
と
め
ら
れ
た
。
前
出
の
ミ
シ
ナ
シ
ハ
ム
プ
ト
シ
の
「
慣
例
集
」
は
九

人
の
者
が
縮
紋
用
白
土
の
採
掘
に
当
っ
て
い
た
こ
と
を
明
か
に
し
て
い
る

が
、
そ
の
う
ち
の
四
人
は
ご
司
己

-23
と
い
う
サ
l

ネ
イ
ム
で
あ
っ
た
。

ま
た
と
月
。
官
立
色
町
出
ユ
丘
三
な
る
者
は
新
し
い
水
車
に
よ
る
縮
紋

技
術
を
も
と
め
て
ブ
リ
ス
ト
ル
か
ら
移
住
し
た
縮
紋
工
で
あ
る
こ
と
を
暗

九
九



イ
ギ
リ
ス
農
村
工
業
の
成
立
と
そ
の
史
料

示
し
て
い
る
。
と
の
よ
主
に
十
一
-
一
、
四
位
紀
に
は
す
で
に
水
車
を
中
核
と

し
て
手
工
業
者
、
か
蛸
t
ー
す
る
傾
向
が
察
知
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
二
二
入

一
年
の
「
人
頭
税
報
告
書
句
。
ロ
吋
回
同
月
刊
昨
日
ロ
」
は
、
二
つ
の
マ
ナ
ー

の
い
づ
れ
に
つ
い
て
も
、
こ
の
点
に
照
応
す
る
職
業
分
化
を
示
し
て
い
な

い
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
な
お
過
半
の
住
民
は
単
に
農
民
な
い
し
牧
羊
農
民

と
さ
れ
て
い
る
の
み
で
ゐ
り
、
そ
れ
以
外
に
は
ミ
シ
イ
ナ
ジ
ハ
ム
プ
ト
ジ
に

つ
い
て
《
回
日
比

FV-
《
σ
5
4匂
巾
円
一
ン
《

Z
ロ
ミ

V-
《
ロ
各
自
己
口
問
。
同
一
い
¥

《

E
2円}戸山口叶い
V

が
僅
か
に
配
載
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

ζ

の
地

域
の
毛
織
物
工
莱
の
発
展
が
漸
く
史
料
の
去
一
山
に
強
く
刻
ま
れ
て
く
る
の

は
十
五
世
紀
中
罪
以
後
の
と
と
で
あ
る
。

プ
ワ
ジ
グ
・
ミ
ル
と
再
小
作
若
干
の
《
n
o
同
E
E
-
-
v
vの
一
不
す
と
こ

ろ
に
よ
れ
ば
、
十
五
世
紀
の
中
菜
以
降
、
土
地
側
格
の
急
激
な
括
責
が
み

ら
れ
、
こ
れ
と
並
行
し
て
し
ば
し
ば
高
率
の
賃
貸
料
に
よ
っ
て
ブ
H
Y
グ・

ミ
ル
が
再
小
作
の
対
象
と
さ
れ
る
実
例
が
現
一
わ
れ
て
く
る
。
た
と
え
ば
、

ロ
シ
タ
フ
ォ
ー
ド
の
ブ

3
シ
グ
・
ミ
ル
は
固
定
地
代
一
五
忘
四
%
片
で
あ

り
た
が
二
四
五

C
年
メ
六
志
八
片
で
有
小
作
に
だ
さ
れ
て
い
る
。
ピ
ス
レ

イ
の
そ
れ
在
二
一
士
山
の
地
代
で
保
有
し
て
い
た
伊
-
白
何
回
口
弘
氏

2
0ぴ
Z

は
、
一
回
一
二
八
年
、
不
法
に
再
小
作
に
だ
し
た
盟
由
に
よ
り
出
廷
止
命
ぜ

色
れ
た
際
、
四
三
芯
四
八
の
《
2
E
m
u
v
を
支
払
ワ
て
こ
れ
を
合
法
化
す

る
ζ

と
に
成
功
し
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
当
同
プ
可
ノ
シ
グ
・
ミ
ル
の
再

小
作
が
い
か
に
高
額
の
小
作
科
を
も
た
ら
し
た
か
を
一
亦
す
一
つ
の
証
左
と

い
え
よ
ろ
。

定
期
小
作
化
の
対
象
は
水
車
に
限
定
さ
れ
寸
、
し
は
し
門
水
路
に
ま
で

fーへ

Lノ

C 

及
ん
で
か
る
c

ほ
と
ん
と
の
水
路
は
と
の
時
期
に
定
期
小
作
の
対
象
と
さ

れ
、
ま
た
但
し
い
小
作
安
約
は
ヨ
り
高
額
の
小
作
料
の
把
握
を
目
的
と
し
て

改
訂
さ
れ
る
傾
向
も
み
い
だ
さ
れ
る
。
一
四
四
七
年
か
ら
一
四
五
九
年
に

か
け
て
ピ
只
レ
イ
の

A
P
R円
C
E
E
g
=
V
は
ご
れ
わ
件
に
の
ぼ
る
水
路
の

貸
出
合
記
録
し
て
い
る
。
一
例
を
示
せ
ば
者
E
E
B
E
m唱
は
四
志

ム
ハ
片
の
地
代
で
自
己
の
家
か
ら
巧
回
目
rcHHa
唱
の
水
車
に
い
た
る
水
路

と
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
岡
、
伊
八
日
可
由
HHM02白
ば
自
己
目
に
い
た
る
水
路
を
終
F

け

の
定
期
小
作
と
し
て
領
主
か
ら
借
地
し
た
が
、
こ
れ
は
旧
来
の
六
片
の
地

代
に
よ
る
借
地
契
約
を
改
訂
し
た
も
の

T
あ
る
。
ほ
ぼ
同
様
な
事
例
は
ミ

y

チ
シ
ハ
ム
プ
ト
シ
に
つ
い
て
も
み
い
死
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
渓
流
ぞ
い
の
低
地
域
に
お
け
る
水
車
と
水
路
の
定
期
小
作

化
の
展
嗣
ば
、
そ
の
帰
結
と
し
て
、
土
地
制
度
に
き
わ
め
て
イ
シ
フ
ォ
ー

マ
ル
な
事
態
や
一
招
来
し
、
ま
た
こ
の
地
域
に
台
地
上
の
母
村
と
は
異
っ
た

経
済
的
な
独
自
性
を
刻
印
す
る
と
と
に
な
る
。
。

}
g
-
F
E
と
よ
ば
れ
る

プ
リ
ン
グ
.
、
ル

《
Z
R
B
m
E》
ば
、
ヒ
ス
レ
イ
に
た
い
し
て
穀
物
水
車
一
、
縮
紋
水
車

二
、
住
日
出
、
森
林
二

C
エ
イ
カ
l
、
採
草
地
問
。
エ
イ
カ
l
、
放
牧
地
二

0
0
ェ
ィ
ヵ
ー
の
た
め
の
地
代
左
文
払
い
、
別
途
に
ミ
シ
チ
シ
ハ
ム
プ
ト

ン
に
た
い
し
て
、
川
む
こ
ろ
わ
F

三
り
の
固
い
1

地
(
H
C
H
H
)
1
1

深
草
地
二

O

エ
イ
子
1
1
1

、
放
牧
抽
出
二

O
エ
イ
ガ
l
、
耕
地
ニ
グ
ァ
1

ギ
ツ

l
!の
地
代

右
支
払
う
に
い
た
っ
た
。
こ
め
よ
う
に
『
渓
谷
内
の
多
く
の
水
車
の
所
有

者
は
二
つ
の
マ
ナ
ー
の
テ
ナ
ジ
ト
と
な
っ
た
の
い
ま
や
水
流
は
法
的
に
は

と
も
か
く
(
双
方
の
)
境
界
線
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
意
味
を
も
た
な
く
な
っ

た
。
ス
ー
プ
ワ
ド
タ
オ

l
タ
ー
は
、
台
地
上
の
れ
い
村
黙
の
そ
れ
と
は
ま



?
に
く
兵
っ
た
独
自
の
生
活
念
式
円
入
つ
つ
あ
っ
た
の
て
あ
る

同

y
H由
品
)

日

-u白血

染
色
と
縮
紋
へ
の
専
業
化
傾
向
と
縮
紙
工
の
存
荘
形
態
ヘ
ン
リ
1

六
位
の
治
陛
末
刻
ご
ろ
に
は
、
こ
の
ス
「
づ
ワ
J

・
グ
ア
レ
イ
件
、
右
の

上
う
J
J
K北
山
川
過
程
の
結
果

F
3
m『
ミ
そ
凹
・

4
『
白
宗
可
正
常

-RUE-rE

な
ど
の
的
紋
水
車
を
中
心
と
し
ず
、
日
引
か
に
縮
紋
、
接
点
/
U
、
仕
上
の
諸
工
程

に
一
専
業
化
し
て
い
く
傾
向
丘
示
し
て
く
る
。
い
ま

D
H
U
-
r
E
の
水
車

を
め
ぐ
る
長
い
係
争
の
過
税
な
通
し
て
専
業
化
傾
向
に
採
り
を
入
れ
あ
な

「
、
ル
・
ホ
ー
ル
デ
イ
J

グ

ら
ば
こ
う
で
あ
る
。
こ
の
水
車
保
有
地
は
本
来
ビ
ス
レ
イ
の
領
主
に
二
六

士
山
一
一
一
片
、
ミ
ン
デ
シ
ハ
ム
プ
?
ト
ン
戸
二
川
崎
志
六
片
の
地
代
を
納
入
し
て
い
た

が
、
一
時
口
ド
パ
ラ

1
の
桁
紋
工
二
円
三
志
三
片
で
蒋
小
作
に
た
さ
れ
て

い
に
事
例
に
も
明
か
な
よ
、
つ
一
一
、
辺
氏
の
縮
紋
工
や
机
一
正
が
ほ
と
ん
ど
つ

ね
に
高
率
小
作
料
u

ゼ
何
回
九
担
す
る
再
小
作
人
と
し
て
登
場
し
て
お
り
、
二
九

に
関
連
し
て
雲
毛
工
の
存
主
も
み
と
め
ら
わ

JI--」
れ
ら
の
縮
絞
水
車
は

明
か
に
マ
ナ
1
外
の
級
元
一
胞
の
た
め
い
t
J
b
手
間
告
を
え
て
広
く
綜
紋
な
お

，
一
な
什
て
い
に
。
サ
イ
ア
レ
ン
セ
ス
タ
ー
か
ら
も
続
的
の
た
九
に
多
量
の

布
が
送
ら
れ
℃
き
た
。
一
回
1
z
九
年
、
川
市
の
織
元
T
F
Z
庄
三
)
可
は
、
未

検
査
の
布
古
紙
紋
し
た
科
に
よ
り
毛
糾
物
検
査
官
(
三
口
出
向
。
吋
)
の
追
求
を

う
け
た
が
、
そ
の
際
「
ブ
リ
ス
ト
ル
・
レ
ッ
ド
に
染
め
ら
れ
た
」
彼
の
布
は

ス
ト
ラ
ク
ド
務
谷
の
六
人
の
縮
紘
工
に
送
ら
れ
、
約
三
週
間
の
の
ち
厳
重

に
十
何
事
つ
く
り
さ
れ
、
民
で
約
八
哩
の
道
h
k
送
り
か
え
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

明
か
に
さ
れ
て
い
る
。

水
一
翠
の
事
矢
上
の
占
有
者
は
そ
の
温
み
を
縮
紋
に
限
定
せ
ず
、
こ
れ
を

ノ
ギ
川
〆
メ
農
村
工
業
的
成
立
と
そ
の
史
料

中
心
と
す
る
仕
上
諸
工
担
に
什
己
を
専
業
化

3
せ一て

L
っ
た
こ
と
は
右
の

よ
う
な
事
態
か
ら
も
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
し
ば
し
ば
単
な
る

縮
紙
工
で
は
な
く
、
さ
ら
に
富
硲
な
人
々
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
そ
の
一

人
で
あ
る
縮
紋
エ
巧

E
U自
国
山
口
仏
ミ
ー
に
ミ
シ
ナ
シ
ハ
ム
プ
k
y
-
マ
ナ

?
の
全
直
営
耕
作
地
と
全
牧
地
と
す
べ
て
の
定
築
物
ん
二
括
し
て
借
受

け
る
「
総
借
地
農
E

で
あ
ッ
た
が
、
彼
の
息
子
は
再
小
作
人
と
し
て
ロ
ド
パ

フ
ー
に
水
車
と
染
伊
場
を
有
し
て
い
た
。
交
わ
い
宕
千
め
も
の
は
十
五
世
紀

の
末
葉
に
は
自
ら
毛
織
物
を
生
産
し
、
市
場
に
お
い
て
こ
れ
を
販
売
す
る

「
織
元
」
へ
と
そ
の
営
み
を
次
第
に
払
げ
て
い
る
。
一
四
七
六
年
の
《
句
守

刊
の
三

mo--Vに
ロ
ド
パ
ラ
ー
の
縮
紘
工
』
E
E
D
の
ミ

E
R
に
つ

νてふ川

三

HgQ州
安
吋
口
口
仏
当
丘
町
ア
ロ

-oFsgvV1と
記
し
、
何
仏

5
5仏
国

8
2
に

は
ぷ
己
目
印
凹
(
片

ω門
司

C
Z
(
日
司
え

σ
ア
門
戸
三

r
g口
}
月
九
い
と
し
て
い
る
。
と
う

し
た
ス
ト
ラ
ワ
ド
済
谷
の
縮
総
工
の
転
身
に
呼
応
し
て
、
サ
イ
ア
レ
シ
セ

ス
タ
ー
の
品
川
一
見
が
縮
減
水
車
の
存
在
に
誘
わ
れ
て
移
住
し
て
こ
れ
と
合
流

す
る
と
い
う
事
実
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
二
四
九
七
年
に
「
遺
百
一
=
墨
田
」
を

登
記
し
た
』
C
F
E

関
口
口
三
は
、
自
ら
サ
イ
ア
レ
ン
セ
ス
タ
ー
の
出
身
だ
る

-
一
と
と
明
記
し
た
が
、
的
れ
は
他
方
で
は

mw円
C
E
-
ω
g
E可
岡
市
間
一
日
夕

月

g門
5
G
H
C
C
問
げ
に
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
建
竹
立
も
ら
、
ロ
ド
パ
ラ
ー
に

は
若
干
の
水
市
を
所
有
し
て
直
段
そ
の
運
営
に
当
り
、
少
く
と
も
十
四
人

以
上
の
労
働
者
を
雇
傭
し
て
い
た
。

こ
う
し
て
十
五
世
紀
の
末
楽
に
は
、
ス
J
-フ
ク
ド
渓
谷
の
産
業
的
繁
栄

は
そ
の
流
水
を
利
用
し
た
点
力
絹
紋
と
染
色
に
特
ぬ
っ
け
ら
れ
つ
つ
き
わ

め
て
顕
著
と
な
り
、
ヘ
ジ
リ
1

七
世
の
初
年
に
は
、
生
位
さ
れ
た
毛
織
物

f
L
 



イ
ギ
リ
ス
一
長
村
工
業
の
戎
立
と
そ
の
史
料

の
銘
柄
グ
ス
ト
ラ
?
ド
・
ヲ
オ
ー
ダ
ー
グ
は
国
内
は
お
ろ
か
大
陸
の
市
場

で
も
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
に
い
た
コ
た
。
か
つ
て
ミ
ン
チ
ン
ハ
ム
プ
ト
シ

の
直
営
地
生
産
向
J
V一
ロ
ソ
ド
ン
に
送
付
し
て
い
た
水
庄
の
一
ル
]
ト
|
|
ナ

イ
ア
レ
シ
セ
ス
タ
l

↓
へ

Y
P
1
出

B
F可
↓
ロ
ジ
ド
ジ
ー
ー
ー
は
、
い
ま

や
村
民
の
毛
織
内
を
ブ
一
一
ブ
ゾ
ク
ク
エ
ル
・
ホ
ー
ル
ヘ
般
入
す
る
径
路
に
な

り
か
わ
っ
た
。
毛
川
刷
物
生
産
の
担
い
手
と
な
?
に
人
々
は
、
た
と
え
羽
村

の
教
会
に
持
ら
れ
る
べ
き
人
々
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
そ
の
水
車
と
染
色

場
に
近
接
し
た
渓
谷
内
の
家
々
に
居
住
し
、
住
居
の
周
辺
に
穀
物
畑
、
牧

草
地
、
森
林
を
配
し
て
生
計
を
営
ん
で
い
た
。
彼
ら
に
傭
わ
れ
た
人

7
も

ま
た
多
く
の
場
企
渓
谷
内
の
小
屋
に
住
ん
で
い
る
人
々
で
あ
る
。

農
村
工
業
の
発
展
と
マ
ナ

1
文

書

一

連

の

マ

ナ

1
文
書
に
し
た
が

っ
て
十
五
世
紀
の
畏
村
の
い
実
情
を
捉
え
よ
う
と
す
り
企
て
は
、
ほ
と
ん
と

不
可
認
に
近
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
間
題
に
つ
い
て
キ
ヤ

ラ
ス
l

ク
イ
ル
ス
シ
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

l
l
勺
マ
ナ
ー
の

町
一
応
恥
や
有
企
い
佐
知
町
は
・
・
・
・
:
な
る
ほ
ど
あ
る
封
建
領
主
の
土
地
か
ら
す
る

収
入
を
わ
れ
わ
れ
に
教
え
る
で
あ
ろ
う
し
、
ぷ
百
ド
や
張
枠
広
口
仲
間
円
の
ハ
仔

在
を
指
示
し
、
じ
の
て
っ
時
点
に
お
け
る
水
流
や
林
貯
の
開
発
の
増
大
を
切
か

に
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
住
民
の
動
き
や
地
価
の
変

化
に
渇
し
て
は
ほ
と
ん
ど
何
の
情
報
も
提
供
で
き
ず
、
ま
た
設
が
土
地
の

現
実
の
占
有
者
で
あ
る
か
、
ま
た
彼
ら
が
そ
れ
を
い
r
か
に
利
用
し
た
か
に

つ
い
て
す
ら
わ
れ
わ
れ
に
示
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
ミ
Y

チ
ジ
ハ
ム
プ
ト

ジ
や
ピ
只
レ
イ
の
場
合
に
も
、
マ
ナ
7
領
主
に
も
た
ら
さ
れ
る
諸
収
入

は
、
ヘ
シ
リ

l
E
叶
一
川
江
川
肝
い
か
ら
へ

y
p
y
入
祉
の
治
世
に
い
た
る
き
で

u 

事
実
上
変
っ
て
い
な
レ
。
:
:
:
会
計
記
録
も
地
代
帳
も
そ
の
土
地
に
住
む

人
々
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
明
白
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
の
新
し
い
富

や
給
額
し
つ
つ
あ
る
営
み
を
ま
っ
た
く
反
快
さ
せ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
』

そ
し
て
若
千
の
裁
判
記
録
の
み
が
た
と
え
は
7

7

1
領
主
に
支
払
わ
れ
る

地
代
と
現
実
の
市
場
に
お
け
る
詳
価
と
の
山
の
は
な
民
だ
し
い
懸
照
r

九触

れ
て
い
る
こ
と
そ
述
べ
た
の
ち
、
さ
ら
に
認
を
つ
い
w

f

し
、
『
マ
ナ
ー
の
会
計

記
録
は
、
そ
れ
が
い
か
に
豊
富
で
あ
ろ
う
と
も
、
事
実
上
す
で
に
化
石
化
し

て
お
り
、
中
世
後
期
の
イ
ギ
リ
ス
農
村
の
現
実
の
世
界
に
つ
い
て
は
、
何
等

わ
れ
わ
れ
に
詰
る
も
の
で
は
な
い
。
』

c
t
E
・
8
呂
田

3
3
と
閉
じ
て

い
る
。
し
た
が
っ
♂
〉
」
の
時
期
の
産
業
的
進
化
に
特
徴
づ
け
ら
れ
た
農
村

史
の
研
究
は
、
マ
一
ノ
]
立
去
の
体
系
よ
り
も
、
む
し
る
偶
発
的
に
供
せ
ら

れ
る
諸
史
料
、
た
と
え
ば
「
遺
一
一
白
書
」
や
各
種
の
「
捺
印
証
書
含
包
」
、

国
王
裁
判
一
所
の
係
争
記
録
な
ど
に
拠
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ス
ト

ラ
ワ
ド
渓
《
口
に
関
す
る
右
の
研
究
も
こ
う
し
た
史
料
的
条
件
に
た
っ
て
な

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

キ
ャ
ス
ル
・
ゴ
ム
の
7

L
ノ
1

ワ
イ
ル
I

V

l

の
北
西
、
グ
ロ
ス

タ
1
v
h
ー
ー
と
の
境
界
線
に
近
い
こ
の
キ
キ
ス
ル
・
コ
ム
の
目
的
三
巾
ハ
u
c
g
i

z
も
ま
た
毛
織
物
工
業
の
発
達
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た
マ
ナ
ー
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
十
五
世
紀
の
初
年
以
来
所
領
管
理
に
意
欲
を
一
不
し
た

領
主
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
ア
ス
ト
ー
ブ

ω山
門
同

9
rロ
司
回
目
き
は
と
そ
の
意
を
体

し
た
執
事
ク
ィ
り
ア
ム
・
オ
ブ
・
ク
ス
タ
1

君
主
目
白
日
え
巧
2
2ぇ
2



に
い
い
仙
ま
れ
た
と
い
ろ

τ杭
か
ら
、
執
事
に
よ
る
か
な
り
詳
細
な

ン
ダ録
」
が
記
録
さ
れ
、
一
連
の
裁
判
記
録
と
と
も
に
こ
の
マ
ナ
ー
の
産
業
的

進
化
を
あ
と
づ
け
る
恰
好
の
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

キ
ヤ
ス
ル
・
ゴ
ム
も
ま
た
、
さ
き
の
ス
ト
ヲ
ワ
ド
渓
谷
の
マ
ナ
ー
と
同

様
に
て
貫
一
の
構
造
を
と
る
7

ナ
ー
で
あ
っ
た
。
マ
ナ
ー
を
よ
ぎ
る
流
れ
に

か
け
ら
れ
た
橋
を
指
ん
で
、
一
方
の
戸
。
司

2
n
u目
印
己

π
門。
Bσ
の
に
ほ

教
会
、
マ
ナ
1
沼
、
市
場
等
u
j
J
め
り
、
他
の
側
の
古
河
合
之
は
マ
ナ
ー
の
耕
地

中
に
も
つ
独
立
し
た
村
落
口

2
5刊の白出門戸
mmUOBσ
ロ
が
め
っ
た
が
、
こ
の

ミ
ル
・
セ
ツ

F

J

メ
ン
ト

部
分
に
は
流
、
九
之
そ
っ
て
旧
く
か
ら
の
水
車
定
住
地
、
か
存
在
し
て
い
た
。

V

ソ
タ
J
U

一
三
四

O
年
の
地
代
帳
に
よ
れ
ば
、
一
一
の
マ
ナ
ー
に
は
五
五
人
の
農
民
が

居
住
し
、
そ
の
う
ら
わ
け
ば
、
一
な
い
し
コ
グ
ァ
l

ギ
ト
の
保
有
者
二

O

入
、
二
分
の
ゴ
ワ
ァ

1
ギ
ト
心
保
有
者
一
一
人
、
小
旦
住
農
二
一
人
と
な

っ
て
お
り
、
さ
ら
に
四
グ
所
の
水
車
(
円

D
E自
己
ω
・
P
E口問
1
2円]
}
H
V

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
持
権
内
な
土
地
保
存
者
の
存
在
が
み
と
め
ら
れ
る
。

ス
ト
ラ
ウ
ド
渓
谷
の
場
合
と
同
様
に
、
こ
の
水
車
保
有
音
の
一
昨
は
こ
の

マ
ナ
ー
の
盛
業
的
発
展
の
端
緒
と
し
て
注
目
し
伝
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一

三
五
二
年
、
こ
の
マ
ナ
1
直
営
地
耕
作
は
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
い

農
民
の
す
べ
て
の
賦
役
は
金
納
化
し
、
全
直
菅
地
は
年
間
五
時
間
の
地
代
で

す
べ
て
貸
出
さ
れ
た
。

十
五
叶
一
紀
前
半
の
毛
織
物
工
業
こ
の
マ
ナ
ー
に
お
け
る
毛
純
物
工

業
の
生
成
は
、
す
ゼ
に
十
四
世
紀
の
中
葉
に
お
け
る
縮
紋
工
家
族
の
ゆ
頭

に
よ
っ
て
確
一
認
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
こ
そ
執
事
ウ
ィ

F
ア
ム
・
オ
ブ

ワ
ス
タ
ー
が

7
」
の
地
に
お
い
て
い
で
セ
と
毛
織
物
の
職
人
と
な
っ
た
最
初

イ
ギ
円
/
ス
農
村
工
業
の
成
立
と
そ
の
史
料

の
住
民
n

と
詳
し
た
手
工
業
者
で
あ
コ
た
。
そ
の
う
ち
の

J3-口
白
日

コ
テ
イ
ジ

吋

g口
目
見
可
は
、
一
三
山
九
年
二
小
屋
の
保
有
者
と
な
り
、
次
い
で
水
車

の
占
有
者
と
な
っ
た
。
ま
た
一
三
七
川
年
同
，
F
。
2
5
吋
O
戸
門
町
立
は
、

一
心
待
を
紐
え
る
〈
刊
行
同
]
同
ミ

2
5
V
Jポ
一
支
払
っ
て
先
の
保
有
者
三
か

わ
っ
て
吉
田
百
円
巾
仏
町
田
の
i

川
町
減
水
車
の
占
有
者
と
な
っ
て
い
ゐ
。
し
1
J
し、

十
五
世
紀
の
前
半
以
降
、
こ
の
山
仙
の
農
村
工
業
は
急
速
に
マ
ナ

1
内
外
の

史
料
「
聞
に
登
場
し
て
く
る
よ
う
に
、
よ
り
、
毛
織
物
工
業
の
有
力
な
立
地
L
」

レ
一
て
古
い
印
象
を
点
た
え
る
に
い
た
っ
た
)

ψ

汁
川
キ
ャ
ス
ル
・
コ

μ

の
毛
約
均
工
業
を
繁
栄
に
嘩
ハ
だ
有
力
な
一
一
市
川

と
し
て
、
目
聞
の
毛
純
物
を
積
私
的
に
買
上
げ
た
に
以
主
フ
ァ
ス
ト
ー
ブ
の

政
策
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
四
一
圧
年
か
ら
同
四
コ
半
に
か
け

て
、
プ
ア
メ
ト
1
ブ
は
ク
ラ
レ
シ
ス
憶
と
と
も
に
プ
ラ
y

ス
に
進
攻
し
た

の
で
み
る
が
、
そ
の
限
、
彼
れ
は
自
己
の
軍
隊
を
装
備
す
る
目
的
か
ら
「
二

‘
一
年
以
上
に
わ
た
り
:
;
毎
年
一

0
0話
以
上
の
紅
白
の
布
を
キ
斗
ス

一ヲナ

y
r

ル
・
ゴ
ム
に
ね
い
て
凡
己
の
曲
同
氏
か
ら
購
入
し
た
っ
一
そ
し
て
ヲ
ィ
リ
ア

ム
・
オ
ブ
・
ウ
只
タ
ー
は
い
う
。
「
こ
う
し
た
方
法
で
彼
れ
は
キ
ャ
ス
ル
・

ゴ
ム
、
ガ
ク
ス
ン
デ
ジ

O
H
O
D
仏
巾
口
、
パ
サ
ム
プ
ト
シ
・
ワ
イ
nノ
出

血
i

F
E出
甘
さ
口
当
司
々
の
各
マ
ナ
ー
か
ら
す
r

包
一
地
代
や
諸
利
益
を
キ
ヤ
ヌ
ル

テ
ナ
ン

l

ク
ド
タ
Y

1

-
ゴ
ム
の
伎
の
呉
氏
や
誠
元
に
分
配
し
た
。
』
と
。
こ
う
し
た
領
主
の
貫
上

政
策
は
執
筆
の
日
に
は
『
こ
の
村
の

g
5
5
0口
記

2
-
F
E仏
国

Z
H巾

と
そ
こ
に
た
て
ら
れ
た
新
し
い
建
築
物
の
増
大
の
基
本
的
な
原
因
の
一

つ
』
と
し
て
映
じ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
毛
織
物
生
産
に
も
と
づ
く

《

g
S
H
E
E
毛

25HMVの
増
大
は
、
マ
ナ
ー
の
《

σ山
門
戸
山
内
守
的
問

g
午

。



イ
ギ
リ
ス
農
村
工
業
の
成
立
と
そ
の
史
料

ロZ
M
V

に
よ
っ
て
新
た
な
視
角
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
こ
の
史

料
の
一
記
載
項
目
『
保
有
地
を
有
す
る
こ
と
な
く
村
落
内
に
居
留
す
る
者

の
外
来
者
税
(
口
げ
印
〈
担
問

5
5
)』
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
税
金
は
マ

ナ
]
内
の
使
用
者
を
保
証
人
と
す
る
外
来
の
手
工
業
者
や
労
働
者
が
毎
年

二
片
宛
支
払
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
記
載
事
項
か
ら
、
十
五
世
紀
前
半

の
キ
ャ
メ
ル
・
コ
ム
に
お
い
て
は
、
マ
ム
ノ
l
外
部
か
ら

f
フ
ワ
ブ
H
ノ

ツ

ジ

H
，
E
唱

σ己
乱
開
巾
の
織
布
工
、
ミ
シ
チ
シ
ハ
ム
プ
ト
シ
や
ブ
り
ス
ト
ル
の
締

紋
工
ら
を
含
む
多
数
の
子
工
業
者
や
非
農
業
労
働
者
が
陸
続
と
流
入
し
、

そ
こ
で
毛
織
物
の
生
産
に
従
事
し
た
事
実
を
明
瞭
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
数
は
一
四
三
一
五

i
四
O
年
に
約
五

O
名
、
一
間
四

0
1
四
五
年

に
約
六

O
名
、
一
四
五

O
年
に
は
約
℃

O
名
と
上
昇
の
一
途
を
た
い
こ
っ

て
い
る
。
執
事
ク
ィ
リ
ア
ム
も
『
そ
こ
に
は
、
マ
ナ
1
内
で
生
計
な
た
て

g
Z
H片

H
0
2

に
一
不
さ
れ
た
旧
レ
慣
習
に
し
た
が
っ
て
そ
こ
に
用
留
守
す
る

た
め
に
、
ミ
ク
ル
マ
ス
に
各
二
片
を
支
払
う
外
来
の
手
工
業
者
や
労
働
者

た
ち
が
い
る
。
』
と
記
し
て
レ
る
つ

キ
マ
ス
ル
・
ゴ
ム
の
織
元
屑
縮
紋
水
車
を
基
靴
と
し
て
広
範
に
外

来
の
手
工
業
者
や
労
働
者
を
吸
引
し
つ
つ
発
展
す
る
キ
ヤ
ス
い
ん
・
コ
ム
の

毛
織
物
ヱ
業
は
、
す
で
に
十
五
世
紀
の
中
棄
に
は
ブ
一
ブ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
・
ホ

ー
ル
に
お
い
て
2
わ

8
2
2
0
E
σ
巾
コ
な
る
銘
柄
を
成
立
せ
し
め
る
ま
で

に
成
長
し
た
。
こ
の
時
期
に
指
導
的
な
役
割
を
演
じ
た
{
織
元
層
」
に
つ

い
て
は
不
充
分
な
が
ら
な
お
若
干
の
知
識
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。
以

下
、
二
三
の
織
元
に
つ
い
て
そ
の
営
み
を
み
れ
ば
こ
う
で
あ
る
。

寸
ア
ダ
ム
・
ア
ト
・
ヒ
ル
〉
門
目
白
百
三
宮
白
山
=

。
四

一
四
一
八
年
に
五
人
の
土
地
を
も
た
ぬ
職
人
を
雇
傭
し
て
い
た
織
元
ア

ダ
ム
は
ま
た
そ
の
職
名
を
(
縮
紋
工
」
と
も
「
染
色
工
」
と
も
よ
ば
れ
て

い
た
。
彼
れ
は
若
干
の
保
有
地
と
と
も
に
縮
紋
水
車
を
所
有
し
て
お
り
、
ま

た
自
ら
若
干
の
羊
を
飼
育
し
て
し
い
た
が
、
織
布
に
要
す
る
原
毛
の
一
部
は

別
途
に
購
入
し
て
補
っ
て
い
た
。
ま
た
縮
紋
水
車
の
ほ
か
に
職
名
の
一
万
す

よ
う
に
染
色
場
を
自
己
の
保
有
地
内
に
設
け
、
自
身
の
布
は
も
と
よ
り
、

加
工
賃
を
え
て
他
の
織
元
の
た
め
に
も
縮
紋
や
染
色
を
お
こ
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
ほ
か
伎
が
『
人
々
を
欺
い
て
』
不
当
に
幅
出
し

(
g
E
2
E間
)

を
お
こ
な
っ
て
罰
せ
ら
れ
て
い
る
と
と
ろ
か
ら
、
そ
の
作
業
場
に
は
明
か

に
幅
出
用
の
張
枠
も
そ
な
え
ら
れ
て
い
た
。
一
四
三
五
年
に
ア
ダ
ム
は
死

亡
し
た
が
、
そ
の
息
子
(
門
戸
C
昨日
H
E白
日
目
円
)
は
家
屋
と
縮
紘
水
車
を
含
む

遺
産
を
相
続
す
る
に
あ
た
っ
て
入
跨
の
《

g
Z可
同
日
ロ
o
u
v
を
支
払
い
r
、

ま
た
一
四

O
七
1

八
年
に
ア
ダ
ム
が
二
跨
一
三
志
四
片
で
継
承
権
を
購
入

し
た

F

C
唱

2
わ
山
田
乙
O
R
U
C
B
ず

σ
の
土
地
の
た
め
に
新
た
に
三
跨
を
支

払
っ
て
い
る
。

伺
ク
ィ
リ
ア
ム
・
へ
イ
シ
ズ
巧
巴

Z
自
民
ミ
口
2

ヲ
ィ
リ
ア
ム
・
へ
イ
シ
ズ
は
「
織
元
」
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
多
く
の
水

車
の
保
有
者
と
し
て
大
を
な
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
四
三
五
年
に
死

亡
し
て
そ
の
豊
か
な
財
産
を
妻
が
継
承
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
領
、
王

の
委
員
会
が
推
算
し
た
遺
産
の
総
額
は
三
、

0
0
0
7
1
ク
に
の
ぼ
る
ほ

ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
評
価
額
に
は
問
題
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
内
訳
は
金
、

銀
、
家
具
、
債
権
、
家
畜
等
の
ほ
か
マ
ナ
ー
の
建
物
の
一
部
、
応
領
、
広

ミ
ル
・
ホ
ー
ル
デ

f
シ
グ

い
水
車
保
有
地
(
水
車
三
、
な
豆
一
)
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
口
駅



後
の
水
車
保
有
地
は
、
木
来
は
一
軒
の
で
川
区
と
穀
物
刷
、
縮
紋
用
各
一
の
こ

っ
の
水
車
を
擬
す
る
も
の
で
、
一
回
一
九
年
、
へ
イ
シ
ズ
が
継
承
権
を
五

礁
で
買
入
れ
、
同
二
九
年
さ
き
の
保
有
者
吋

7
0
5
8
m
u
E
B
H
V
が
死

亡
し
た
の
も
直
ち
に
一
九
士
山
一

O
片
の
地
代
で
引
つ
い
で
い
る
。
そ
の

後
へ
イ
ジ
ズ
は
こ
こ
に
布
に
覇
者
を
た
て
る
画
期
的
な
重
立
水
車
(
四
日
間
e

B
E
)
を
建
設
し
た
。
こ
の
重
立
水
車
は
イ
ン
グ
ヲ
ン
?
で
確
認
で
き

る
最
初
の
設
置
例
で
あ
る
。

同

3
チ
h
1
ド
・
ホ
ー
ル
ク
ユ
イ
岡
山
門
町
山
吋
仏
国
三
者
。
可

へ
イ
シ
ズ
の
妥
の
兄
弟
に
な
る
こ
の
ホ
ー
ル
ウ
ュ
イ
は
織
元
で
る
る
と

は
時
に
水
出
保
有
者
で
あ
り
ま
た
農
民
で
ゐ
つ
だ
。
す
で
に
三
つ
の
家
屋

と
若
干
の
耕
作
地
と
一
エ
イ

?
t
の
林
野
、
そ
れ
に
一
つ
の
縮
紋
水
市
を

保
有
し
て
い
た
佼
れ
は
、
一
四
四

O
年
さ
ら
に
わ
己

E
5
4『
C
O
血
に
そ

っ
た
低
地
に
二
つ
の
縮
絞
水
車
を
定
期
小
作
と

L
て
獲
得
し
て
花
営
を
拡

大
し
た
。
彼
れ
の
雇
傭
す
る
川
県
保
有
の
職
人
は
、
一
目
目
。
年
に
は
従
米

の
三
人
か
ら
六
、
七
人
に
ふ
え
、
同
五

O
年
頃
に
は
九
人
に
遣
し
て
い
る

が
、
そ
の
う
ち
の
一
人
は
十
二
年
閣
伎
の
た
め
に
働
い
て
レ
る
減
布
工
で

あ
り
、
他
の
一
人
は
十
五
年
彼
れ
に
傭
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
織
一
苅
の
財
斉

は
、
ワ
ィ

P
ア
ム
・
オ
プ
・
ワ
只
タ
ー
に
上
れ
ば
、
キ

γ

ス
ル
・
コ
ム
の

ほ
か
さ
ら
に
と
片
2
2
0ロ
ワ

5
d
q畑
。

E同
VH)巾
口
町
即
日
に
も
存
在
し
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

同
ク
オ
ル
タ

1
・
パ
ゥ
ワ

1
4
5
-
Z「
守
口
耳

2

尚
元
関
川
の
民
自
に
つ
い
て
一
語
る
と
と
は
決
し
て
容
易
で
は
な
い
が
、
在

来
の
キ
ャ
ス
ル
・
コ
ム
の
村
氏
り
み
で
な
く
外
来
の
手
工
業
古
の
階
尽
か

イ
ギ
H
ノ
ス
農
村
工
業
の
成
立
と
そ
の
史
料

ら
拾
閉
し
た
織
一
冗
も
少
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
叫
元
ヲ
オ
ル
タ

ー
-
パ
ウ
ワ
]
も
外
来
の
手
工
業
者
か
ら
身
を
お
と
し
た
一
人
で
あ
る
。

彼
れ
は
ア
イ
ル
ラ
Y

ヤ
の
出
で
あ
り
、
キ
ャ
ス
ル
・
コ
ム
に
お
い
て
一
四

二
O
年
か
ら
一
二
五
年
ま
で
誠
元
の
一
人
口
パ
ー
十
-
ヲ
ュ
ッ
ブ
H
N
o
σ
開
片
付

巧
与
宮
の
も
と
に
七
人
の
職
人
の
一
人
と
し
て
傭
わ
れ
て
い
た
が
、
そ

の
間
決
第
に
財
を
蓄
え
て
一
四
四
一
年
一
ヴ
ア
1

ギ
i
の
土
地
と
一
弘
エ

イ
カ
l
の
林
野
が
附
属
す
る
衆
屋
敷
の
継
承
権
を
一
三
時
六
芯
入
片
で
買

取
り
、
同
年
一

0
0世
間
を
投
じ
て
自
己
の
交
を
建
て
て
い
る
。
こ
う
し
て

二
年
の
の
ち
、
パ
ウ
ワ
i
は
と
れ
ら
の
所
有
権
な
担
え
て
「
外
来
者
税
台
帳
」

か
ら
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
れ
も
ま
た
F

円
身
の
労
働
者
を
幾
人
か
雇

傭
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
九
-
一
人
ば
ク
エ
イ
ル
ズ
の
職
人
で
あ
っ
た
。
そ

の
後
一
凹
五
℃
作
彼
れ
は
領
主
と
の
聞
に
新
ら
し
く
九
九
ヶ
年
の
定
期
小

作
契
約
佐
結
ん
で
い
る
が
詳
細
は
明
か
で
な
い
。
し
か
し
位
以
九
も
ま
た
明

か
に
富
裕
な
織
元
。
一
人
で
ゐ
り
、
，
r
、
の
友
は
金
匠
か
ら
購
入
し
た
装
飾

品
で
飾
ら
れ
て

νた。

キ
ヤ
ス
ル
・
ゴ
ム
の
「
ジ
ャ
l
ニ
1
メ
シ
」
と
徒
弟
織
元
層
の
下
に

は
さ
き
の
記
述
か
ら
も
明
か
な
よ
う
に
、
《

2
1
Z加
山
氏
に
し
V
な
い
し

ハハ∞
R
n
H
C
出口田一
V

と
よ
ば
れ
る
外
来
の
巾
産
の
子
工
業
者
の
一
回
が
存

在
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
に
は
前
記
の
パ
ウ
ワ

l
の
場
合
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
純
一
戸
と
し
て
上
昇
を
と
げ
る
一
群
も
あ
る
が
、
他
方
自
己
の
立
場
を

ウ
ェ
イ
ン
・
ア
1
ι
7
1

改
善
す
る
能
力
に
欠
け
て
終
始
賃
引
労
働
者
に
甘
ん
ず
る
多
く
の
人
々
も

存
在
す
る
。
彼
ら
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
の
史
料
が
組
織
的
な
記
載
企

お
こ
な
っ
て
い
な
い
た
め
詳
細
を
明
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

ニ
O
王



イ
ギ
ロ
ス
農
村
工
業
の
成
立
と
そ
の
史
料

《
円
。
戸
吋
片
円
。
己
》
の
刑
事
事
犯
に
関
す
る
記
録
に
は
し
ば
し
ば
こ
の
種
の

「
ジ
ャ
1

ニ
1

7

y
」
の
範
臨
時
に
属
す
る
人
々
の
名
が
現
わ
れ
て
、
こ
の

階
居
の
存
在
を
明
か
に
一
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
ジ
ャ
l
ニ
1

7

y
層

サ

1
ウ一
F

ン
J

の
下
に
は
何
ら
の
技
術
的
な
陶
冶
も
う
け
ず
純
然
た
る
奉
公
人
と
し
て
織

元
の
作
業
場
に
編
成
さ
れ
て
い
る
労
働
者
も
存
在
し
た
。
仮
も
ま
た
マ
ナ

ー
の
諸
史
料
に
は
登
場
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
織
元
の
遺
言
書
の
遺
贈
対

象
と
し
て
し
ば
し
ば
記
録
さ
れ
て
そ
の
存
在
そ
明
か
に
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
労
働
力
の
管
理
・
統
制
は
マ
ナ
ー
の
新
し
い
課
題
と
な
っ
て

お
り
二
四
四
四
年
、
縮
紋
工
と
染
色
工
か
ら
二
人
の
管
理
官
(
宅
問

E
B
)

1
lー
そ
の
一
人
は
前
記
の

R
・
ホ
ー
ル
ウ
ェ
イ
で
あ
る
ー
ー
が
任
命
さ

れ
、
さ
ら
に
織
布
工
の
取
締
り
の
た
め
に
織
元
の
う
ち
か
ら
同
じ
く
二

人
の
管
理
官
が
選
任
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
管
理
官
の
職
務

が
何
で
あ
っ
た
か
は
不
詳
で
あ
り
、
僅
か
に
飲
、
泊
、
賭
博
行
為
等
を
取
締

り
不
頼
の
労
働
者
を
追
放
し
た
こ
と
等
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
生
産
過

程
の
統
制
や
一
雇
傭
条
件
の
監
督
を
お
こ
な
っ
た
形
跡
は
み
ら
れ
な
い
。
織

元
は
ほ
と
ん
ど
望
む
ま
ま
に
能
力
あ
る
労
働
者
を
傭
い
納
得
の
い
く
賃
金

を
支
払
っ
て
生
産
を
遂
行
し
て
い
た
し
、
法
L

定
規
格
に
合
う
か
ぎ
り
好
む

よ
う
に
布
中
」
織
っ
て
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
キ
ヤ
ス
ル
・
コ
ム
に
関

す
る
か
ぎ
り
『
そ
こ
に
は
ギ
ル
ド
規
制
に
相
当
す
る
も
の
は
事
実
上
存
在

せ
ず
、
:
:
:
マ
ナ
l
当
局
は
毛
織
物
の
生
産
に
は
ほ
と
ん
ど
介
入
し
な
か

っ
た
』
(
目
立
子
ロ
・

8
6
と
結
論
す
る
の
が
妥
当
で
あ
っ
た
。

執
事
ワ
ィ
H
ノ
ア
ム
の
目
に
映
じ
た
キ
ャ
ス
ル
・
コ
ム
の
発
展
一
凹

五
四
年
に
記
さ
れ
た
執
事
に
よ
る
「
備
忘
録
)
は
当
時
の
キ
ヤ
ス
ル
・
コ

。
ノ、

ム
の
特
徴
を
次
ぎ
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。
ー
ー
ー

ヴ
イ
ル

『
こ
の
マ
ナ
ー
に
は
二
つ
の
村
が
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
は
オ

l
グ
ア
ゴ

ム
。
〈

R
2
5
σ
巾
と
よ
ば
れ
、
台
地
上
の
土
地
を
耕
作
の
た
め
に
I
H

有
す
る
ヨ

1

7

y
が
そ
こ
に
居
住
し
て
い
る
。
他
の
一
つ
は
ネ
J
f
l
コ

ム

Z
丘
町
巾
円

2
B
Z
と
よ
ば
れ
、
織
布
工
、
縮
紋
工
、
染
色
工
冬
の

よ
う
な
毛
織
物
の
生
産
に
た
づ
さ
わ
っ
て
い
る
子
工
業
者
た
ち
が
住
ん

で
い
る
。
』

そ
し
て
、
さ
ら
に
こ
刀
執
事
は
、
一
回

O
九
年
以
来
五

O
軒
に
の
ぼ
る
家

屋
が
新
た
に
建
て
ら
れ
た
事
実
を
述
べ
、
し
か
も
そ
の
大
半
は
大
小
の
織

元
に
よ
る
も
の
で
あ
る
点
に
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
に
は
前

出
の
織
元
R
-
ホ
ー
ル
ワ
エ
イ
が
九
軒
の
建
物
を
新
築
し
た
の
を
始
め
と

し
て
、

R
・
ク
エ
ツ
ブ
の
四
軒
、
へ
イ
シ
ズ
の
寡
婦
の
二
軒
等
が
含
ま
れ

て
い
る
が
、
い
づ
れ
も
住
居
の
建
築
と
い
う
よ
り
は
作
業
場
の
創
設
で

あ
り
、
さ
ら
に
新
し
く
四
ケ
の
水
車
が
こ
れ
ら
に
混
っ
て
出
現
し
た
。

こ
う
し
た
新
し
い
家
屋
の
続
出
は
そ
れ
白
体
キ
ヤ
ス
ル
コ
ム
に
お
け
る

人
口
と
富
の
増
加
そ
表
示
す
る
の
で
あ
る
が
、
他
方
で
は
そ
の
担
レ
手
た

る
ネ
ザ
l
コ
ム
の
織
元
層
の
経
営
的
成
長
を
物
諮
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
人
々
は
史
料
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
『
農
民
的
手
工
業
者
匂

2
白白黒

田
門
江
田
出
口
』
と
か
『
臨
時
に
織
布
に
従
事
す
る
グ

7
1
ギ
タ

I
百
円
m
m
w
l

H

ロ
門
的
。
口
問
民
間
山
「
円
仏
口
同
三
昨
日
目
。
山
口
君
。
虫
、
山
口
問
』
と
よ
ば
れ
る
タ
イ
プ

の
生
産
者
で
あ
る
。
彼
ら
の
発
展
径
路
も
さ
き
の
ス
ト
一
ブ
ヲ
ド
渓
谷
の
織

元
た
ち
の
そ
れ
に
酷
似
し
て
お
り
、
キ
ヤ
ラ
ス

1

ワ
イ
ル
ス
シ
に
よ
れ

ば
、
「
ま
ず
小
庄
の
保
有
か
ら
始
ま
り
、
つ
ね
に
水
車
(
し
ば
し
ば
縮
減



用
と
同
!
時
に
穀
物
用
)
と
て
二
グ
ァ
l

ギ
ト
の
土
地
を
獲
得
す
る
。
そ

し
て
マ
ナ
ー
の
直
営
地
や
建
物
を
定
期
小
作
す
る
際
に
他
の
そ
れ
を
合
併

し
、
羊
を
飼
い
、
白
己
の
毛
織
物
や
一
製
造
す
る
た
め
に
渡
り
の
総
布
工
や

縮
紋
工
を
一
震
い
、
そ
れ
を
自
己
の
家
で
染
色
さ
せ
た
う
え
ブ
リ
ス
ト
ル
や

ロ
ン
ド
シ
で
自
己
の
代
理
人
を
通
じ
て
販
売
し
て
い
た
辰
吉
品
℃
N
C
N
)

の

で
あ
る
。
キ
ヤ
ス
ル
・
ゴ
ム
の
局
地
的
市
場
こ
う
し
た
キ
ヤ
ス
ル
・
コ
ム
の
産

業
的
発
展
は
当
然
の
仰
結
と
し
て
局
地
的
な
商
品
取
引
の
発
達
を
促
が
し

た
c

ネ

ヂ

1

ゴ
ム
一
帯
に
は
オ
1

グ
ア
コ
ム
の
ヨ
1

マ
ジ
の
穀
物
に
た
い

す
る
有
効
需
要
が
開
発
さ
れ
、
そ
こ
に
村
落
内
で
の
商
取
引
が
成
立
し
て

い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
の
で
あ
る
が
、
食
糧
へ
の
需
要
は
勿
論
こ

れ
に
よ
っ
て
充
た
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
《
円
。
ロ
ユ
円
。
ニ
》
に
よ
れ
ば

肉
屋
、
パ
ジ
屋
、
魚
介
荷
な
ど
が
キ
ャ
ス
ル
・
ゴ
ム
の
周
辺
一

O
哩
以
内

の
地
点
か
ら
蛸
集
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
品
を
現
金
で
取
引
し
て
い
た
。

た
と
え
ば
、
。
ハ
シ
犀
は
、
吋
2
c
cミ
-
n
一E
℃
む
の
ロ
『
同
E
か
ら
、
魚
介
前
は

呂田日

B
g
σ
戸
『
可
か
ら
、
肉
口
町
は
わ

E
E】
2
F出口
f

呂田日

HHMgσ
ロ
ミ
w

n
U
C
印
日
『
回
目
・
吋
C

口
出
向
江

c
p
m
u
E
E】
E
m
∞。
ισ
ロ
ミ
ー
か
ら
集
ま
っ

た
キ
ヤ
ス
ル
・
コ
ム
に
は
、
旧
く
ヘ
シ
り

I
二
世
時
代
に
開
設
を
許
さ
れ

た
市
場
が
存
在
し
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
に
十
五
世
紀
中
葉

に
は
再
び
活
発
な
商
取
引
の
場
と
な
っ
た
。
執
事
の
「
備
忘
録
し
に
よ
れ

ば
、
領
、
ヱ
フ
ア
ス
ト
ー
ブ
は
住
民
か
ら
集
め
ら
れ
た
五
務
の
資
金
と
自
己

の
費
用
を
併
せ
て
新
た
な
週
市
と
大
山
の
悶
催
権
を
国
王
か
ら
獲
得
し
、

イ
ギ

P
ス
農
村
工
業
の
成
」
ぶ
と
そ
の
史
料

さ
ら
に
住
民
に
た
い
し
て
議
会
代
議
員
に
拠
金
す
る
義
務
を
免
除
し
て
市

場
の
育
成
と
開
発
を
は
か
っ
た
。

《

g可
可
白
ロ
巾
》
と
土
地
市
場
毛
織
物
生
産
と
市
場
の
育
成
政
策

が
領
主
ブ
ア
ス
ト
ー
ブ
に
も
た
ら
し
た
一
つ
の
経
済
的
帰
結
は
《

g
t可

片
山
出
向
》
の
増
収
で
あ
っ
た
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
二
三
七
四
年
叶
，

F
0
5
8

吋。己円

W
2
に
よ
っ
て
一

0
時
間
六
志
八
片
の
《

2
5》
で
定
期
小
作
さ
れ

た
プ
レ
イ
ス
テ
ッ
ド
の
水
車
は
、
一
回
二

O
年
、
二

O
務
の
《

2
5
u
vに

よ
り
新
し
く
百
円
町
田
邑
固
と
君
主
ー
が
借
り
う
け
た
土
地
に
つ
い
て
も

水
車
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
定
期
小
作
の
改
訂
に
よ
り
移
し
い

A
m
g
s

R
可

2
5》
の
引
上
げ
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
所
領
内
の
新
し
い
産
業
的
繁

栄
は
マ
ナ
]
の
保
有
地
に
た
い
す
る
新
し
い
大
き
な
需
要
を
喚
起
し
、
活

発
な
土
地
市
場
の
展
開
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
『
誰
が
も
っ
と
も
多

く
の
額
を
支
払
う
か
』
を
探
索
す
る
こ
と
が
執
事
に
課
せ
ら
れ
た
課
題

で
あ
り
、
も
し
一
年
以
内
に
新
し
い
借
り
手
が
現
わ
れ
て
ヨ
リ
高
額
の

ふ

2
5〉
を
支
払
う
と
い
う
申
請
を
お
こ
な
う
場
合
に
は
、
さ
き
の
借
り

手
に
仮
り
に
一
尼
高
額
の
支
払
い
を
す
る
用
意
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
保
有

地
は
引
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
実
際
、
土
地
市
場
が
活
発

化
し
て
い
く
過
程
で
も
保
有
地
の
基
本
構
成
に
は
み
る
べ
き
変
化
は
な

く
、
そ
の
統
合
が
お
こ
な
わ
れ
た
例
も
ま
れ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
保
有

地
は
さ
き
の
保
有
者
と
の
関
係
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
な
く
領
主
の
手
に
引

上
げ
ら
れ
、
新
た
な
借
地
人
の
手
に
い
っ
そ
う
高
額
の
《
出
足
》
の
支
払

を
え
て
委
ね
ら
れ
る
の
が
つ
ね
で
あ
っ
た
。

キ
ャ
ラ
ス
1
ワ
イ
ル
ス
ジ
教
授
は
乙
の
論
文
を
つ
ぎ

エ
ピ
ロ
ー
グ

一
一
む
七



イ
ギ
り
二
一
一
村
工
業
の
成
立
、
f

一
そ
の
史
刊

0 
A 

の
よ
う
に
結
ん
で
い
え
ー
ー

「
十
五
世
紀
に
お
け
る
キ
ャ
ス
ル
・
ゴ
ム
・
マ
ナ
ー
の
経
、
治
的
発
展
に
つ

い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
お
び
た
だ
し
い
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

ス
ト
ヲ
ワ
ド
ワ
ォ

l

タ
1
の
場
合
よ
り
も
い
っ
そ
う
日
十
熱
的
で
あ
る
と
忠

わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
キ
ヤ
ス
ル
・
コ
ム
の
も
っ
と
も
急
速
な
発
反
は
こ

の
円
十
五
〕
世
紀
の
前
半
、
百
年
戦
争
の
第
一
一
期
に
な
さ
れ
だ
が
、
ス
k

ラ
ク
ド
ヲ
ォ

1
タ
ー
の
そ
九
は
、
史
削
れ
が
な
く
明
暗
唱
に
位
置
、
、
つ
け
る
の
は

困
難
で
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
エ
リ
ワ
ー
ド
四
世
と
へ
ジ
リ
]
古
世
の
治
世
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
」
の
二
つ
の
時
期
は
、
い
づ
れ
も
全
般
的
に
イ

シ
グ
ラ
シ
ド
の
毛
機
物
貿
易
が
発
展
し
た
時
明
で
あ
り
、
こ
の
〔
貿
易

の
〕
発
展
に
は
キ
ャ
ス
ル
・
ゴ
ム
も
ス

l
一
ブ
ワ
下
ワ
オ
ー
ダ
ー
も
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
そ
演
じ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
コ
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
う
し

た
ス
ト
ラ
ヲ
ド
ク
ォ

1
タ
ー
の
発
漫
を
僅
か
に
察
知
で
き
る
に
す
ぎ
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
た
だ
研
究
者
を
誤
ら
せ
が
ち
な
土
地
台
帳
や
マ
ナ
ー
の

会
計
記
録
以
外
に
は
、
地
方
史
料
が
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で

あ
る
。
他
方
、
キ
γ

ス
ル
・
コ
ム
の
場
合
に
之
、
そ
れ
は
明
か
に
者
寂
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
マ
ナ
ー
の
史
料
に
は
、
《
n
o
E
立
さ
ロ
》
の

異
例
な
ま
で
に
完
全
た

v
p
I
ズ
が
ん
口
ま
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
小
心

な
ま
で
に
忠
実
な
執
事
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
オ
プ
・
ワ
ス
タ
ー
の
「
備
忘
誌
」

-

-

L

お
そ
ら
く
比
類
の
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
!
ー
も
残
さ
れ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
』
(
目
立

p
b
p
M
2
1
8
3




